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1 ．問題と目的

　 われわれ は 1999年度か ら公立小
・
中学校数校と協力 し

て、ピ ア・サポ
ー

ト・プ ロ グラ ム の 開発 と普及に取 り組ん

できた （中野，2006）。 われわれ の学校支援方式は、外部

支援機関主導型と学校主導型 に 2 分され る。前者はわれ

われ外部支援機関が授業案を開発 し提供す る方式、後者

は小 ・中学校が主体となっ て授業案を開発 しわれわれは

コ ン サル タン ト役に徹する方式で ある。学校主導型 で 全

学年が研究的に取 り組んだ実践例は 少ない、本研究の 目

的 は、学校主導型 ピア
・
サ ポー

ト・プ ロ グ ラム の 全校規

模 の 実践を希望する小学校に対 して 、われ われ が 行 う コ

ン サル テ
…

シ ョ ン の 適切な 方法 と留意点を明らかにする

こ とで あ る。さらに 全校的介入 に よ っ て もた らされたア

ウ トカ ム に つ い て も分析 して報告する。

2 ．方法

参加者 ：東京都 C 小学校教師全 24 名、1〜6学年児童全

515 名 、

コ ンサル タン ト ： 上智大学 ピア ・サポ
ー

ト・プ ロ ジ ェ ク ト

　（現なか よ しキ ッ ズ ス テーシ y ン ）代表 1 名 （
de2

）、 シ

ニ ア ・
ス タ ッ フ 3名 （

丗 1含む）。

コ ン サル テ
ー

シ ョ ンの手順 ：   事前 協議会、   2 学年ず
つ の教員研修会、  各学年ごとの 研修、  教師主導に よ

る授業案開発 （コ ン サル タ ン トが提示 したモ デル 授業案

を含む参考文献を参照 して教師が草稿を作成、コ ン サル

タン トが添削訂正 、訂 正版の 教師 による検討、最終版の

完成）。  児童事前査定、  教師主導型チ
ー

ム ・テ ィ
ーチ

ン グによる授業実践 （各学年が時期をずらして 実践す る

ため、他学年は平行 して   を実施）、  校内研修 （授業 の

講評）、  児童事後査定、  事後協議会。
開発する授業案の 成分 ：指導K−・at助者用 の 授業台本、
プ リン トや掲示物な ど授業で 用 い る教材 、 授業後に提示

する学習を般化 させ るた めの 宿題や揚示物、，

各学年 の 授業テーマ ：各学年の 教師が 選ん だ授業テ
ー

マ

は 表 1の 通 りだ っ た 5

効果の査定 ：授業ご との 振 り返 り用紙 と、事前事後質問

　　　　　　 表 1 各学年の 授業テ
ー

マ

学年 授業回数 テ
ー

マ

1 4 あい さっ 、聞き方

2 4 あい さつ 、話 し九 聞 き方

3 4 自己理解、話 し菰 聞 き方

4 5 自己理解 話 し方、聞 き方、感情

5 5 自治

6 4 自己理 解

紙調査 （3 年生以上 は学習するス キル の 実行程度、さら

に 4 年生以上は学級 風土）に よ っ て効果を分析した。
3 ．結果

　教師の変化 二年度当初 の 予 定通 り、すべ て の 学年にお

い て 必要な授業案 26 本を開発す る こ とに成功した。モ

デル 授業案 をほ ぼそ の ま ま 用 い た例もあっ た が、中には

全 く新しい 授業台本を開発するス キル を習得した教師も

数名出て きた
。 当 日の 授業実践も、徐 々 に コ ンサル タ ン

トの 手 を借 りず に 実施 で き る ようになっ た。一
方、コ ン

サル タン トの支援か ら全 く自立で きない 教師もい た。学

校全体 と して の ピ ア ・
サポー

ト・プロ グラ ム に対する評

価は肯定的で あり、次年度の 継続が 決定された。

　児童の 変化 ： ほぼ全学級の 80％以上の 児童が 「授業に

楽しく参加で きた」 「学習 した こ とを H常へ も活 か した

い 」 と振 り返 り用紙に 回答 した （6 年生を除く）。

　 質問紙調査の結果、3 年以上 の 学年 で は、自由記述 の

分析か ら、学習内容を知識 として 身にっ けた こ とが 明 ら

かに なっ た。さら に 3 年生 の 自己 理解、聞き方、4 年生

の 話 し方、聞き方、感情、に っ い て の ス キル の 実行程度
に関して は有意なプ ラス の 変化が見出 された。しか し、
4 年生以上 の 学級風土、5 年生の 自治、6年生 の 自己理解
に 関 して は、有意な変化は 見 られなか っ た。
4 ．考察

　学校主導型の 全校規模の ピ ア ・サ ポート・プ ロ グ ラム

の 支援 に お い て は、次 の よ うな手立 てを講じるこ とが望

ま しい 。  各学年の 大多数の 教師にプロ グ ラム の 意義を

理解させ る 。   プ ロ グラム 自体をユ
ー

ザ
ー ・フ レ ン ドリ

ーな導入 しやすい もの にする。  モ デル 授業案によっ て

子 どもたちが 望ましい 行動変化を示 す場面を実際に体験

させ る。   関連する先行研究や科学的根拠を示す、  ア

ウ トカ ム をデ
ー一

タで 示 す。

　また 学年 ご との留意点と して 、次 の こ とが明らか に な

っ た、1年生は、楽し く学習させ る こ と、宿題 が 効果的、
2 年生け、恥ずか しさが 出て くる の で、楽し さだ けで な

く知的好 奇心を満た す仕掛けをす る こ と、宿題 は重要。
3 年生は、授業や友人に刻す る否定的反応が顕著に なる

の で、学級や個人の 特卜生に応 じ）亀授業と支援を行 う。4

年生は、新しい こ とを学習 し て 役 丶レ：て た い とい う意欲 が

強ま るの で、それを利用 して まとまっ た知識 を教え る こ

ど、5，6 年生は、授業を受 け て得 を し た、よい こ とを知

っ た とい う実感を持た せ るこ と。そ して獲得 した ス キル

を般化させ る揚 面 を意図的 に設定す る ようにする こ と。
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